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魅力的な情報空聞の創造をめざして
早稲田大学図書館
館長岡津憲芙
-時代は研究者や予言者が夢想、だにしなかった速度で変化しているのかもしれない。ほんの少し前
に「まさか、そんなことが…」と片づけていたことが、現実になったり、現象そのものが未来予測
年表に掲載されていなかったため、適切な分類概念が見当たらない、そんな現象も多くなった。
-世紀末から21世紀初頭にかけて日本は国際化、超 ・高齢化、成熟化、高度情報化といった政策課
題に直面する。いずれもが明確な羅針盤や信頼に足る海図を備えた政策領域ではない。混沌の海へ
の旅立ちである。情報プロとしてのライブラリアンへの期待はいよいよ大きくなるであろう 。時代
の政策課題がそれをパートナーとして要請している。
回情報過程、つまり情報の [生産→収集→分析・分類 ・加工→貯蔵→流通→消費 ・利用]過程の最
前線にいる情報プロへの期待は、その分だけ大きくなる。情報要求の多様化は、技術革新速度の加
速化とあいま って、情報プロにネクスト ・ステージへの踏み込みを常に求める。情報の生産量はウ
ルトラ爆発し、情報メディアの多様化は超・拡散化している。そうした情報最前線で踏ん張りなが
ら、限りある資源とマンパワーを駆使して、次の時代にタイミングの良いスルーパスを出していか
なければならな ¥')0 知恵と工夫が試される時代かもしれない。
-大学図書館は取りあえず二つの機能を要求される。教育図書館としてユーザーの需要に貢献する
こと。研究図書館として次の情報生産につながること。そして情報過程を円滑に循環させること。
二つのバランスを時代の政策課題に合わせて調整しながら、しかも、限りある資源で持続可能な魅
力的な情報環境を提供してし、かなければな らない。 しんどいけれども、ライブラリアンにと っては、
魅力的で挑戦的な風である。
-早稲田大学図書館の活動報告である。時代の風を感じと っていただければと思う 。
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